
◆
イ
ン
ド
ネ
シ
ア アサハン第３水力発電所

清　水　建　設

環
境
負
荷
低
減
策
を
積
極
展
開コロナ禍で予防対策徹底

地下発電所

取水堰と取水設備

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
マ
ト
ラ
島
は

同
国
西
端
に
位
置
し
て
い
る

島
の

面
積
は
世
界
第
６
位
で
あ
り

日
本

の
国
土
面
積
よ
り
も
大
き
い

熱
帯

雨
林
や
ス
マ
ト
ラ
虎
な
ど
島
固
有
の

生
物
が
生
息
す
る
自
然
豊
か
な
島

で
主
要
な
都
市
と
し
て
は
メ
ダ
ン


パ
レ
ン
バ
ン

パ
ダ
ン
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る

代
表
的
な
観
光
地
の
一
つ

で
あ
る
ト
バ
湖
は
７
万
４
０
０
０
年

前
の
超
巨
大
噴
火
で
形
成
さ
れ
た
世

界
最
大
の
カ
ル
デ
ラ
湖

イ
ン
ド
ネ

シ
ア
最
大
の
湖
で
も
あ
り

琵
琶
湖

の
約
１
・
６
倍
の
湖
水
面
積
が
あ
る


　
同
国
の
ジ

コ
大
統
領
︵
当
時
︶

は

２
０
２
２
年
９
月
に
﹁
電
力
供

給
の
た
め
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ


開
発
加
速
に
関
す
る
大
統
領
令
﹂
を

公
布
し
た

こ
れ
は

石
炭
火
力
発

電
か
ら
の
脱
却
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ

の
普
及
を
目
的
と
す
る
も
の

で

水
力
・
地
熱
を
は
じ
め
と
す
る

再
エ
ネ
ル
ギ

の
資
源
が
豊
富
に
存

在
す
る
ス
マ
ト
ラ
島
の
役
割
が
期
待

さ
れ
て
い
る


　
ア
サ
ハ
ン
川
は
ト
バ
湖
か
ら
流
出

す
る
唯
一
の
河
川
で

平
均
流
量
は

毎
秒
１
０
０
立
方

以

上

上
流
部
に
そ
れ
ぞ
れ

約
２
０
０

の
落
差
を
有

す
る
シ
グ
ラ
グ
ラ
滝
と
タ

ン
ガ
滝
を
経
て

マ
ラ


カ
海
峡
に
至
る


　
ア
サ
ハ
ン
第
３
水
力
発

電
所
は
ア
サ
ハ
ン
川
の
水

を
利
用
し
て
北
ス
マ
ト
ラ

州
に
円
借
款
資
金
を
用
い

て
建
設
さ
れ
た
流
れ
込
み

式
の
水
力
発
電
所
︵
出
力

１
７
４


︶
だ

１
９

８
０
年
代
に
完
成
し
た
ア

サ
ハ
ン
第
２
水
力
発
電
所

の
下
流
側
に
建
設
さ
れ



年

月

日
に
商
業
運

転
が
開
始
さ
れ
た

こ
れ

に
よ
り
北
ス
マ
ト
ラ
系
統

の
電
力
需
給
逼
迫
︵
ひ


ぱ
く
︶
の
緩
和
と
電
力
供

給
の
安
定
性
改
善
が
実
現

さ
れ
る
こ
と
と
な

た


　
清
水
建
設
は

１
９
９
６

２
０

０
３
年
に
同
じ
く
ス
マ
ト
ラ
島
に
お

い
て
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
︵
Ａ
Ｄ
Ｂ
︶

資
金
に
よ
る
ム
シ
地
下
発
電
所
を
施

工
し
て
お
り

ア
サ
ハ
ン
第
３
水
力

発
電
所
は
当
社
に
と

て
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
に
お
け
る
２
件
目
の
地
下
水
力

発
電
所
の
工
事
と
な
る


　

年
３
月

日
の
着
工
以
降

ア

ク
セ
ス
道
路
確
保
の
た
め
の
樹
木
伐

採
か
ら
着
手
し

ア
サ
ハ
ン
川
を
切

り
回
し
て
取
水
堰
・
開
水
路
お
よ
び

取
水
庭
を
構
築
し
つ
つ

地
下
発
電

所
・
斜
坑
・
３
カ
所
の
立
坑
を
含
む

総
延
長

・
９


に
及
ぶ
ト
ン
ネ

ル
掘
削
お
よ
び
覆
工
コ
ン
ク
リ

ト

の
施
工
を
進
め

土
木
工
事
は

年

３
月

日
に
契
約
工
期
通
り
に
竣
工

し
た


　
工
事
中
は

骨
材
生
産
に
ト
ン
ネ

ル
ず
り
を
活
用
す
る
こ
と
で
ダ
ン
プ

運
搬
を
削
減
し
て
二
酸
化
炭
素
︵
Ｃ

Ｏ

︶
排
出
量
を
低
減
し
た
ほ
か


残
コ
ン
に
よ
る
道
路
縁
石
製
作
な
ど

現
場
発
生
材
の
最
大
限
活
用

工
事

排
水
の
処
理
な
ど
環
境
負
荷
低
減
の

施
策
を
積
極
的
に
行

た

ま
た


周
辺
地
域
の
雇
用
を
創
出
し

イ
ン

ド
ネ
シ
ア
人
職
員
・
作
業
員
に
対
し

積
極
的
な
技
術
移
転
を
行
い

北
ス

マ
ト
ラ
州
の
建
設
従
事
者
の
資
質
向

上
を
目
指
す
活
動
を
実
施
し
た


　

年
３
月
の
着
工
後
１
年
も
た
た

な
い
中
世
界
保
健
機
関︵
Ｗ
Ｈ
Ｏ
︶

に
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
パ
ン
デ
ミ

ク
︵
世
界
的
大
流

行
︶
が
宣
言
さ
れ
た

ア
サ
ハ
ン
第

３
水
力
発
電
所
工
事
は
国
家
戦
略
プ

ロ
ジ

ク
ト
に
指
定
さ
れ
て
い
た
た

め

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
徹
底
し

た
感
染
予
防
対
策
を
講
じ
な
が
ら
工

事
を
継
続
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
た


感
染
者
が
出
た
場
合
は

感
染
者
の

看
護

感
染
経
路
の
調
査

濃
厚
接

触
者
の
隔
離
を
行
い
な
が
ら

人
命

第
一
で
対
応
し
た


　
大
規
模
社
会
制
限
に
よ
り

作
業

員
の
動
員

海
外
か
ら
の
入
国

国

内
工
場
の
操
業
が
そ
れ
ぞ
れ
制
限
さ

れ

更
に
は
隣
国
マ
レ

シ
ア
か
ら

手
配
し
て
い
た
火
薬
類
・
急
結
剤
・

ロ

ク
ボ
ル
ト
用
モ
ル
タ
ル
の
ロ


ク
ダ
ウ
ン
︵
都
市
封
鎖
︶
に
よ
る
供

給
停
止
な
ど
も
発
生
し
た
が

中
断

す
る
こ
と
な
く
継
続
し
た


　
当
社
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
さ
ら
な

る
発
展
に
貢
献
す
べ
く

水
資
源
開

発
や
運
輸
交
通
分
野
を
は
じ
め
と
す

る
同
国
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
民
間
投

資
事
業
に
今
後
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
方
針
で
あ
る


　
︵
土
木
国
際
支
店
土
木
部
主
席
マ

ネ

ジ


・
酒
井
貴
之
︶

日刊建設工業新聞 2 0 2 5年 0 3月 2 6日 0 1 0面 0 1版 N o . 0 2


